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小腸大量切除に 対 して ∴ 逆煽動小腹 お よ び逆蠣動胃管間置に よ る再建を行 い そ の 有用性 に つ い て 検討 を行 っ た . 雑種の
成熟イ ヌ を用 い て 小腸 を大量 に 切除 し, 切離端を そ の ま ま 端々 吻合 した 群(A群 , n = 8), 約 1 0c m の 小腸 を逆境動的に 間置し
た 群(B群 , n = 8), 約 1 0c m の 胃管を逆嬬動的 に 間置 した 群(C群 , n = 8), 単開腹 の み を 行 っ た 対照群(D群 , n = 8) の 4群
を 設定 した . 胃酸分泌能 の 検討 と して . 胃液分泌 , 血 清 ガ ス ト リ ソ 値 , 胃粘膜内ガ ス ト リ ン 細胞お よび 胃粘膜内, 空腹粘膜内
ソ マ ト ス タ チ ン 細胞の 分布密度 を測定 した . 残存小腸 の 糖吸収の 検討と して , 経 口 お.よび 経静脈的 ブ ド ウ糖負荷試験 1 小腸粘
膜内二 糖頼分解酵素活性値 を測定 した . 形態学的変化 と して , 残存小腸 の 絨毛高 , 腺窟深度を計測 した . A ･ B ･ C の 3群と
も体重減少 を認 めた . A群 の 体重回 復が 遷延す る の に 対 しB ･ C群 で ほ術後 1 カ 月 よ り休重 の 増加が み られ, 3 カ 月後 に は D
群と 有意差 を認 めな い まで に 回復 した . 胃液分泌お よ び血 清 ガ ス ト リ ソ 億 は , 術後 3 カ 月 で A ･ B ･ Cの 3群は D 群に 比べ 有
意に 増加 して い た (p<0.05). また , C群は A ･ B 群よ り有意 に 低か っ た (p<0.05). 胃 の ガ ス ト リ ソ 細胞お よ び ソ マ ト ス タ チ
ン 細胞密度 は各群間 に 差は な か っ た . 残存空腹 の ソ マ ト ス タ チ ン 細胞密度 は 3群 と もD 群 と 比 べ 有意 に 減少 して い た (p<
0.05)が , 特 に A群 に お い て 減少 が著明であ り , A ･ C両群間に も有意差を認め た (p< 0.05). 経 口糖 負荷試験 では , A群に 有
意な 血糖上 昇抑制 が認め られ た (p<0.05). B ･ C 2群の 負荷後 の 血 糖ほ D 群に 比 べ やや 低 い な が らも有意差を認 め な い 範閃
に 維持 され て い た . 残存空腹お よ び回 腸粘膜 の 二 糖類分解酵素活性値ほ t 術 後 3 カ月 に お い て B ･ C の 2群ほ D 群に 比べ 高値
を 呈 し , A 群に 対 し有意差を認めた (p<0.05). 残存小腸 の 絨毛高お よ び腺窟深度 は , A ･ B ･ C の 3群 ともD 群 よ り増大して
い た が , 特 に B ･ C 2群 で の 増大が著明 で あり空腸 で は A 群に 対 し有意差(p< 0.05)を 認 めた . 以上 よ り∴逆蠣動腸管を間置
した 2群で は 端 々 吻合群 に 比 べ 残存小腸 の 機能的 ･ 形態学的代償 が良好 に 誘導 され て い る こ と が判明 した . 逆嬬動胃管間置に
よ る再建法は , 残存 小腸が極め て 少量 とな る小腸大量切除後の 再建法 と して 有用 で あ ると 考え られ る .
Key w ords m･aS Sive s mal1 bow el r ese ction, a ntlperistaltic s m all inte stin al segrne nt,
a ntiperistaltic gastric tube, ga Stric s e cretio n, inte stin al disaccharidase a ctlVlty
小腸大量切除 に よ り引き起 こ され る消化 ･ 吸収障害 ほ ∴短 腹
症供群(shortbo w elsyndro m e)と称 され , 腸管 の 有効吸収面
の 減少が そ の 代償能 を超越する ため 個体の 維持 が困難 と な る .
近年の 完全静脈栄養 に 代表 さ れ る 栄養管 理法 の 進歩 に と も な
い , かか る症例の 救命率は飛躍的に 向上 した
-ト ▲)
. しか し, 補助
栄養か らの 離脱に は 自己残存腸管 の 吸収能の 回復 が 不 可 欠で あ
り, よ り早期の 社会復帰を め ざ し小腸大量切除後の 再建法の 工
夫5】や衝後栄養管理 の 改善6ト 8)が な されてきた . ま た , 欠落臓器
を直接おぎなう方法と して小腸移植 が試み られ て い る が9)10), 臨
床応用の 目途は た っ て い ない の が 現状で ある .
小腸大量切除後の 消化吸収不全に 対す る外科的対策と して ,
1962年に Gibs o nら11)が 初め て逆席動腸管 の 有用性 を報告 した .
そ れ以後 , 逆嬬動小腸 を用 い た 再建法 の 報告 が 散見 さ れ る
が-か 瑚 , 再建後の 消化吸収能 に関す る詳細 な報告 ほ み られ な
い . 著者は 小腸大量切除後 に , 逆揺動小腸 に よ る再建お よび 間
置する小腸す ら残存 し て な い 場合を想定 した逆嬬動胃管に よる
再建を行 い , 両 者 の 有用性を機能的 ･ 形態学的 に 検討 した .
材料および方法
Ⅰ . 実験動物お よび モ デ ル 作成法
実験動物 は体重 9～ 1 3kg の 雑種 の 成熟イ ヌ 32頭を 用い た. 被
験イ ヌ を2 4時間絶食 さ せ た 後 , 塩 酸 ケ タ ミ ン (三 共 , 東京)
1 0m g/kg. 硫酸 ア ト ロ ピ ン (田辺製薬 , 大阪)0.025mg/kg を筋
注 し気管内挿管 を行 っ た . 術中ほ ハ ー バ ー ド塾 人工 呼吸器によ
る調節呼吸を行 い , 乳酸 リ ン ゲ ル 液 (大塚製薬 , 東京)4 抽/
kg/hr を 点滴静注 した . 必要 に 応 じて ベ ン トパ ル ビ タ ー ル (大
日本製乳 大阪)10～ 20m g/kg の 静脈内投与を追加 した . 腹部
正 中切開に て 開腹 し, Tr eiz 靭帯 よ り 10c m 肛門側 の 空臥 回
盲弁 よ り 1 0c m 口側 の 回腸 の み を残 し て 小腹 を広範囲に 切除
し, 小腸大量切除モ デ ル と した ( 園1).
Ab br eviatio ns :A BC, a Vidinqbiotin- pe r O Xidas eco mple x; B A O, bas al acidoutput ;BS V R, ba sal secretion
V Olu m e rate; H- E he m ato xylin - e O Sin;IRI, im m u n or eactiv eins ulin;ⅠV G T T, intr av en ous glu c os etolerance
test; M A O, m a Ximalacido utput; M S BR m as siv e s m all bo☆elr ese ctio n; M S V R, m a Xim als e cretionvolu me
小腸大量切除後の 逆蠣動腸管間置 に よ る再建法
Ⅱ. 実験群の 設定
切除後の 再建方法に よ り, 切離端を そ の ま ま順蠣動 で 端 々 吻
合した群(A群, n = 8), 両切離端の 間に 約 10c m の 逆嬬動小腸
を間置した群(B群 , n = 8), 両切離端の 間 に 胃大蛮側 に て 作製
した約10c m の逆嬬動胃管 を間置 した 群(C群 , n = 軋 単開腹
の みを行 っ た対照群(D群, n = 8) の 4群 を設定 した (図1).
各群と も腸管の 吻合は 3-0 の 吸 収糸(br aided polyglyc olic
acids utur e c o ated with polo x a m er188, De x o n
㊥)(Davis+ Ge-
ck, Man ati, US A) を用 い , 端 々 N 層 ･ 結節縫合に て行 っ た .
胃管は胃大鸞側を使用 し右胃大網動静脈に よ っ て血 流が 保た
れるよ うに 作製 した . 作 製 した 胃管の 幽門側 と残存す る空腹断
端と , 噴門側 と残存する 回腸断端と を そ れ ぞれ端 々 に 吻合 し小
腸を再建 した .
術後管理 ほ エ ン シ ュ ア ･ リ キ ッ ド (ダイ ナ ポ ッ ト 大日 本 一
明治乳業, 大阪)500kc al/日 を 5 日間投与 し, 以後 ほ術前と同様
の固形飼料 と した . ま た , セ フ チ ゾ キ シ ム ナ ト リ ウ ム (C Z X,
Epoc elin
⑧) (藤沢薬品, 大 阪)1.Og/日を 2 日間投与 した .
Ⅲ . 測定項 目
1 . 体重の 変化
各群の 体重を手術当日 , 術後 2週 , 1 カ 月 , 3 カ月 の 朝食供
与前に 測定 した .
2 . 胃酸分泌能 の 変化
各群とも再建が終 了 した後 , 胃体上 部前壁大琴寄に バ ル ー ン
カ テ ー テ ル を 挿入 し左上 腹部に 固定 し全胃療 を作製 した . 術後
1 カ月 , 3 カ月 に 胃液分泌刺激試験 を行 っ た .
1) 基礎胃液分泌
検査開始24時間前 よ り絶食と レ 〈ブ ロ フ ス タ ン ドに 固定 し起
立位と した 後, 滅菌蒸留水約 200mlで 十分 に 胃内洗浄を お こ な
い30分間放置 した . つ い で 胃療よ り15分毎 に60分間 , カ テ ー テ
ル か ら自然滴下す る胃液 を採取 した .
2) テ ト ラ ガ ス ト リ ン 刺激に よ る胃液分泌
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基礎胃液採取後, テ ト ラ ガ ス トリ ン (メ ク ト , 東京)4〃g/kg/
hr を60分間持続点滴 した . 刺激開始後15分ず つ 計4 臥 合計60
分間胃液 を採取 した .
単位時間内に 採取 し た 胃液 の 液量を測定 した 後 , pH メ ー
タ ー M-7 Ⅱ型(堀場製作所, 京都) に よ り pH 7. 0を終末点と し
て 0･01 N水酸化 ナ ト リ ウ ム を 使用 して 滴定 を 行 い 酸分泌量 を
測定 した .
3) 血清 ガ ス ト リ ン 値の 測定
各群とも術後1 カ月 , 3 カ 月に 24時間絶食後 , 大腿静脈血採
取を行い 空腹時の 血清 ガ ス ト リ ン 値を測定 した .
3 . 消化管 の 内分泌細胞の 変化
術後1 カ月 , 3 カ月 に 各群 の 胃前庭部粘膜内ガ ス ト リ ソ 細胞
(G細胞), 胃前庭部粘膜内お よび 残存空腸粘膜内 ソ マ ト ス タ チ
ン 細胞(D細胞)の 分布密度を測定 した . 各群 4頚ず つ の イ ヌ を
全麻下に 脱血 屠殺後 ただ ち に 開腹 し , 胃前庭取 残存空腸を切
離 し標本を採取 した . 標本は 長軸方向に 割を 入れ , 10%ホ ル マ
リ ン 液中で 固定後 パ ラ フ ィ ン 包哩 し組織切片を作製 した . 1標
本 に つ き 3艇.織切片 を作製 した . 各組 織切片は脱 パ ラ フ ィ ン
後 , 内因性 ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ 活性を 阻止す るた め , 0 .3%過酸
化水素加 メ タ ノ ー ル に30分反応 させ た . 次 い で , 非特異的反応
を除去す るた め に , ヤ ギ 正常血 清に 30分反応させ た . そ の 後 ,
1次抗体に 4 ℃ で24時間, ビ オチ ン 化2次抗体に 室温で30飢
ア ピ ジ ン ー ビオ チ ソ ー ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ 複合 体(a vidin-biotin-
pero xida s e c o mple x, AB C) 試薬(Ve cte r, Bu rlinga m e, U S A)に
室温 で30分反応させ た . 次 に , 用時 調整 した過酸化水素加 ジア
ミ ノ ベ ン チ ジ ン (3, 3
'
-diamin obenzidin e, D A B) 溶液に 入 れ , 光
学顕微鏡(光顕) 下に 観察 しな が ら反応を お こ な っ た15). 流水水
洗後 , へ マ ト キ シ リ ン に て 核染 し, 脱水 , 封入 した . 1次抗体
と して 抗ガ ス ト リ ソ 抗体(D A K OJA P A N, 京都), 抗ソ マ ト ス
タ チ ン 抗体(DA K OJA P A N)を使用 した . 2次抗体と して 正常
ヤ ギ血 清使用 した (図2). G細胞 ･ D細胞の 算定法ほ , 接限方
G R O U PC
Fig･1･ Sche m a of oper ativ e pr oc edu re s･ Gro up A, m aS Siv e s m all bow eI r es ection (M S B R) alo n e; gr O uP B, M SB R with
interpositio n of a ntiperistaltic s m all intestin al s egm e nt; grO up C, M S B Rwith interpo sitio n of a ntipe ristaltic gastric tube which
W asprepar ed fro mthe gr e ate r c u r v atu re of the sto m a ch. Each s m allarro w(→) sho w sthe peristaItic c o u rs e of the bo w eI
S egrn e nt.
r ate; OG T T･ O r algluc os etolera n c et st; S■D･ , Sta ndard deviation; T P N, tOtalpar enteraln utritio n; I)細胞 , ソ
マ ト ス タ チ ン細胞; G細胞 , ガ ス ト リ ソ細胞 ;光顕 , 光学顕微鏡
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限ミ ク ロ メ ー タ を用 い て , 光顕下100倍で 各切片 の 粘膜全面横
と全視野に 存在す る そ れ ぞれ の 細胞数 を算出 し , 細胞 数を全面
積で割 る こ と で単位面審当た りの 細胞数を算出 した . 各群 と も
4 頭に つ い て それ ぞれ の 平均値を求め , さ らに そ れ らの 平均±
標準偏差(sta ndard deviatio n, S.D.) を求め た .
4 . 各種再建法 に お ける耐糖能お よ び糖吸 収の 変化
術後 1 カ月 , 3 カ月 に 次の 検査を 行 っ た .
1) 経口 ブ ド ウ 糖負荷試験 (or alglu c os etole ra n c et st,
OGT T)
各群 とも試験開始24時間前 よ り絶食と し, 局麻下 に 右大腿静
脈を露出 し ペ ニ ュ ー ラ カ テ ー テ ル を挿入 した . 1 .5g/kg の ブ ド
ウ糖を経 口的 に 投与 し , 30分 毎に120分間採 血 を 行 い 血 糖 お よ
び im m u nor e a ctiv ein sulin(IRI)を 測定 した .
2) 経静 脈的ブ ド ウ 糖 負 荷試 験 (intra v e n o u sglu c o s e
toler a n c et st, IV G T T)
Fig. 2, Histological find ings o王ga stric a ntr al m u c os al GMC ells
a nd D-C ells a ndjeju n al m u c o s al D- C ells by e n zym e-labelled
a ntibody m ethod. A, ga Stric a ntral m uco s al G-C ells(with
a nti-ga Strin antibody. ×100); B, gaStric a ntral m uco sal
D-C ells(with a ntトs o m atostatin a ntibody, ×100).; C, jeju n al
m u c os al D-C ells(with a nti-S O m atO Statin a ntibody, ×200).
上 述の 試験か ら3 日後 に 各群 とも試験開始24時間前よ り絶食
と し , 同様 に 右大腿静脈 に べ ニ ュ ー ラ カ テ ー テ ル を挿入 した
.
0.5g/kg の ブ ドウ糖を 右横側皮静脈 よ り 4分間かけて 静注し,
15分毎に 90分間採血 を行 い 血 糖お よび I RI を 測定 した .
3) 残存小腸の 粘膜内二 糖類分解酵素活性値の 測定
術後1 カ月 , 3カ 月 に 各群 ともそ れぞれ 4頭ず つ 全 麻下に脱
血 屠殺 し , 残 存空腹 お よ び 残存 回 腸 の 粘膜内 ス ク ラ ー ゼ
(s u c ra se) お よ び マ ル タ p ゼ (m alta s e) 活性億を測定 した . 方法
ほ Dahlqvist
16) の 方法 に 従 っ た . す なわ ち , 摘 出 した 残存小腸を
ス ラ イ ド グ ラ ス で 擦過 して粘膜部分を採取 した 後 , これ に 蒸留
水を加え て 20倍に 希釈 し粉砕 し た . 粉 砕に ほ テ フ ロ ン 乳棒と
10ml容量 の ガ ラ ス ホ モ ジ ナ イ ザ ー (井 内盛栄堂, 大阪) を用
い , テ フ ロ ン 乳棒を 1 000rpm で 5回 上 下 させ て行 っ た . これを
さ ら に100倍希釈 した サ ン プ ル 1 00FLl に 基質緩衝液 (s ubstrate
buffer s olutio n)100FLl を加え て37 ℃, 60分間イ ン キ ュ ベ ー シ ョ
ン した後, T G O試薬 3.Oml を加 え て 37 ℃, 60分間イ ン キ ュ
ベ ー シ ョ ン を 行 っ 五 . 基質緩衝液 は , 0.1M マ レ イ ン 酸ナ トリ
ウ ム 緩衝液(s odiu m male ate buffer)(pH6.0)に ス ク ロ ー ス (和
光純薬 , 大阪) ある い は マ ル ト ー ス ( 和光純薬)0.056M を加え
た 溶液 で ある . ま た T G O試薬 は , 0.5 M Tris 緩 衝液(pH
7.0)100ml に グル コ ー ス オ キ シ ダ ー ゼ (東 洋紡, 大 阪)2mg,
0一 ジ ア ニ シ ジ ン (0-dia nisidine) (和光純薬)1 00mg に エ タ ノ ー ル
を 加 え た 総量 1 0ml の 0- ジ ア ニ シ ジ ン 液 1. Oml, ト リ ト ン
Ⅹ-100(Trito nX-1 00)20g に 95% エ タ ノ ー ル 80g を加え た洗浄
液(dete rge nt s olutio n)1. Oml, ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ (東 洋紡)
1 0mg に 蒸留水を加えた総量 10ml の ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ 液 0.5
ml を加 え た 溶 液 で あ る . ブ ラ ン ク と し て サ ン プ ル 100〃L
T G O試薬3.Oml, 基質緩衝液1 0恥l を同時に 混合 し37 ℃, 60分
間イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン したも の を , リ ー ジ ェ ソ ト ブ ラ ン クとし















T土m e ar te r ope r atio Ⅱ
Fig.3. C ha nge sof body w eight a王ter operatio n. 0, gr Oup
D (control); ●, gr O up A (M S B Ralon e); ▲ , gr O up B
(M S B R with a ntipe ristaltic s m all inte stinals egm e nt); 醇･
gr o up c (M S B R with a ntiperistaltic ga stric tube). Each
v alu e r epr es e nts the m e a n土S･D･ in eight dogs･
*
, P<0･05
v sgro up D(c o ntrol). 0, day･of ope ratio n; W , W e ek; M･
皿 O nth.
小腸大量切除後の 逆蠣動腸管間置に よ る再建法
ソ キ ュ べ - シ ョ ソ した もの を 用 い た . 分光光度計100-01型( 島
津製作所 , 京都) を用 い 波長 420n m に お ける 吸 光度 を測定 し
た. 1標本に つ き 3本 の サ ン プ ル 測定 を した . 各酵素の 活性億
は, pH 6.0, 37℃ の 条件 で 1〟m Olの ス ク ロ
ー ス お よび マ ル ト ー
ス に つ い て 1 分間 に 分解 され る グ ル コ ー ス の 量を 粘膜の 蛋白含
量1mg あた りと して 表現 した ･ 蛋白含量ほ Bradford
17)の 方法
に て測定 した . す なわ ち , 20倍希釈 した サ ン プル 10恥1に 5倍
希釈 した 蛋白含量測 定染色 液 (pr otein as s ay dye re age nt
c once ntr ate)(Bio- Rad Labor atorie s, Richm o nd, US A)5ml を混
合し室温に て30分間放置 した ･ リ ー ジ ェ ソ ト ブ ラ ン ク と して 蒸
留水100〃1に 同様 の 蛋白含量測定染色液 5ml を混合 し室温に て
30分間放置 した . そ の 後 , 分光光度計100- 01型 (島津)を 用 い
て波長 595n m に お け る 吸 光度を測定 した .
5 . 各種再建方法 に おけ る小腸絨毛 の 形態学的変化
術後 1 カ月 , 3 カ 月 に 各群と もそ れ ぞれ 4頭ず つ 全麻下に
脱血屠殺後た だ ち に開腹 し , 残存空腹 お よ び残存 回腸を切離 し
標本を採取 した . 標本 は長軸方向に 割 を い れ t lO% ホ ル マ リ ン
液中に 浸潰固定後 , へ マ ト キ シ リ ソ ー エ オ ジ ン (He m ato xylin .
Eosin, H-E) 染色を行 っ た . 絨毛の 高さ お よ び腺窟深度 の 測定
に はミ ク ロ メ ー タ を用 い て行 っ た . 1組織切片に つ き最大長5
個の計測を行い そ の 平均値を算出 した . 計測 する絨毛 の 選択に
あた っ て は ト 絨毛 が全 長 に わ た りほ ぼ 垂直に 蒋切 され て い るも
の を選ぶ ように 留意 した .
6 . 各種再建方法 に おけ る膵臓 の 病 理組織学的変化



















ち に10%ホ ル マ リ ン で 固定 し H-E 染色を 行し㌻, 光顕 で再建 に
伴う膵組織の 変化 を観察 した .
Ⅳ . 統計学的検討
各測定値は , 平均±S.D . で 表示 した . 多祥 間の 平均値の 有意
差 の 検定 は , 二 元 配 置分散分析 の 後 , Scheffe 法 ま た ほ





小腸大量切除後 2週で ほ , D群1 0.1 ±0.85kg に対 して A 群
8. 2 ±1.25kg, B群8.7 士1.24kg, C 群8.4 土1.41kg で あり , 3
群と も術前と比較 して 有意に 体重減少 を認め た (p<0. 05). 術
後1 カ月 に ほ B 群9.3 ±1.16kg, C群8.8士1.50kg と 体重増加
の 憤向がみ られ, 3 カ月 に は B群1 0. 5 土0. 70kg, C群 9. 9 士
1. 23 kg と ほぼ術前の 体重に 回 復し て い た . こ れ に 対 し A 群 の
体重は術後 3 カ月 で も8.9 ±1.45kg で あり , D群 11.2 ±1.1
kg と比較 して 依然有意に 低値であ っ た (p<0.05) (園3).
Ⅱ . 胃酸分泌能の変化
1 . 基礎胃液分泌
術後1 カ月 の 基礎胃液分泌量(basal s ec r etio n v olu m erate,
B S V R) で は各群間に 差ほみ られな か っ た . 術後 3 カ月 に お い
て は ! D群 7.6 ±1. 9mL/hr に 対 して A 群21.8 土3. 9ml/hr, B
群 23.8±4.3ml/hr, C 群20.0 土4.2mI/hr で あり , 小腸 大量切
















T im e af te r ope r at io n(mo nt h)
Fig･4･ C ha nge s of B S V R(A)a nd B A O(B) afte r operatio n･ ○, gr O up D (c o ntr ol); ○, gr O up A (M S B Ralo n e); ▲ , grO up B
(M S BR with a ntiperistaltic s m all inte stin al segm e nt); 凰, grO up C (M S B R with a ntiperistaltic gastric tube). Each valu e
represe nts the m e a n土S.D. in fo u rdogs.
*
, p< 0.05v sgr o up D(c o ntrol).
766 酉
(p< 0.05) (因4A),
ま た , 術 後 1 カ 月 の 基礎胃酸分泌量 (ba sal a cido utput,
B A O) ほ 各群間に 差は な か っ た . 術後 3 カ月 に お い て ほ , D 群
0.19±0.03m Eq/hr に 対 し , A 群 1.0 1 ±0.2 0mEq/hr, B 群
0.L97 ±0.24rrt Eq/hr, C群 0.92 ±0.21m Eq/hr で あり , 3群と
もD群 と比較 して 有意 に 高値 を 呈 した (p<0.05) (図4B).
2 . テ ト ラ ガ ス ト リ ン 刺激に よ る胃液分泌
術後 1 カ 月 に おけ る テ ト ラ ガ ス トリ ン 刺激 に よ る最大刺激胃
液分泌量(m a xim alse cretio n v olu m e rate, M S V R) ほ各群間に
差ほ み られ な か っ た . 術後 3 カ月 に お い て は , ○群 1 9.1 ±4. 2
mVhr に 対 し, A群 49.6 ±6.2mI/hr, B群47.5 ±6.6ml/hr, C
群 39.4土5.6ml/hr で あ り, 3群 ともD 群 と比較 して 有意に 高
値 を と っ た (p< 0.05). こ の 3群間を 比較する と C 群 が 最も低
値を示 し, A 群 と の 間 に 有意差 を認 めた (p< 0.05) (図5 A).
ま た , 術 後 1 カ 月 の 最 大刺激胃酸分泌量 (m a xim al a.cid
o utput, M A O)ほ 各群間に有意差 は なか っ た . 術後 3 カ 月 に お
い て は , D群 1.0 5 ±0. 21m Eq/hr に 対 し , A 群 3.3 6士0. 58
mEq/hr, B群3.23 ±0.53m Eq/hr, C群2.58土0.41m Eq/hr で
あり , 3群 とも D群 と比較 して 有意 に 高値を 示 した (p< 0.05).
こ の 3群間の 比較 で は C群 が最も低値を 示 し, A群 に 対 して有
意差を認め た (p< 0.05) (園5 B),
3 . 血 清ガ ス ト リ ン 億の 測定
術後1 カ月 , 3 カ 月の 血 清ガ ス ト リ ソ 値 は 上 そ れ ぞ れ A 群



















血 , C群44･5 ±4･9, 58･8±6･2p g/ml であり , 小腸大量切除を
行 っ た 3群は い ずれ の 時点 で も D 群 と 比較 し て 有意 に 高値を
と っ た (p<0･ 05)(囲6)･ ま た , 1 カ月 と 3 カ 月 の 値を 比較する
と , A ･ B ･ C の 3群 は とも に 3 カ月 目で 有意 に 高値で あっ た
(p< 0.05).
Ⅲ . 消化管 の 内分泌細胞の変化
1 . 胃前庭部粘陵内G細胞 の 分布密度
術後1 カ 月 , 3カ 月 とも各群間に 差ほ な か っ た . ま た, 3カ
月 に お い て 各群とも1 カ月 に 比 べ てや や 増加 し て い た が有意で
ほ なか っ た (圃7 A).
2 . 胃前庭部粘膜内D細胞の 分布密度
術後 1 カ月 , 3 カ月 とも各群間に 差 は なか っ た . また , 各群
とも 1 カ月 , 3 カ月 の 分布 に 差は なか っ た (図7 B).
3 . 残存空腹粘膜内D細胞の 分布密度
術後1 カ 月 , 3 カ月 の D細胞数は そ れぞれ A 群1 1. 6 ±2.1,
1 1. 3 ±1. 6c eus/10-2m m2 , B 群1 5. 3 ±2. 4, 17.8 ±2.5c ells/
1 0-2m m2, C群1
■
7,4 土2.5, 20.0 ±2.9c e11s/10T2m m2 , D群67.2
±6.9, 68.7 士6. Oc e11s/1 0,2m m2 で あり , 1 カ月 , 3 カ月とも
A ･ B ･ Cの 3群ほ D 群と比較 して 有意に低下 して い た (p<
0.05). こ の 3群間 を比較す る とA 群が 最も低値 を示 し, 3 か月
日 に お い て A 群 と C群 との 間に 有意差 がみ られ た(p< 0.05)(国
8).
Ⅳ . 各種再建方法に おけ る耐塘能および糖吸収 の変化

















Tine after ope r atio n (m o nt h)
Fig.5. 】Cha nge s-Of M$V R(A) a nd M A O(B)af
ter oper atio n･ ○, grO up D(c o ntr ol); ●, grO up A (M S B Ralo n e); ▲, grO up
B
(M S B R with a ntiperistaltic s mal1 inte stin al segm e nt); J, grO up C (M S B R with a ntiperistaltic gastric tube)･ Ea ch v
alue
repr e se nts the m e a n士S.D. in fo urdogs.
*
, p<0･05v sgro up D(c o ntrol)･ a, p< 0･05v sgro up A (M SBR alon e)･

































T 土m e af
●
te r ope r at土O n(m o n廿1)
Fig.6. C ha nge sof se ru mga strinle v elafte r oper atio n･ ○,
gr o up D(c o ntrol); . 0, gr O up A(M S B Ralo n e); ▲, gr O up
B (MS B Rwith a ntiperistaltic s m all inte stin al s egm e nt);
蛸, gr O up C (M S B R with a ntiperistaltic gastric tube)･
Ea ch v alu e r epr e s ents the m e a n±S▼D･ in fo urdogs･
*
,


























1) 術後1 カ月 の O G T T
血 糖曲線 にお い て は A群が 最も低値を 示 し , 他 の 3群 と比較
し負荷後30分 , 60分 , 90分, 120分い ずれ に お い て も有意差 を認
め た (p<0.05). こ れ に 対 して ､ B群 は い ずれ の 時点 で も D 群
と差を 認め なか っ た . 一 方 , C群ほ D群 と比較 し負荷後60分 ,
120分 に 有意の 低値を 示 した(p<0.05)が , B群 との 間に は有意
差 を認め な か っ た (図 9 A).
イ ン ス リ ソ 反応で は , 3群 ともD 群と比較 して 有意に 低値を
示 した (p< 0.05). A ･ B ･ C 3群の 比較 で は B ･ C両 群間 に
差 は なく . A 群が他 の 2群に 比 し負荷後30分 , 6 0分㌧ 90分 ,
120分で有意の 低値を呈 した (p< 0.05) (図9 B).
2) 術後3 カ月 の O G T T
術後 3カ 月 の 血糖曲線ほ 1 カ月 とほ ぼ 同様 であり , A 群が最
も低値を 示 し他の 3群と比較 して 負荷後3 0分 , 60分 , 90分 ,
120分 で 有意差を認め た (p< 0.05). B ･ C 2群間に ほ 有意差を
認め な か っ た が , B群は負荷後120分 , C群は 負荷後60分 と120
分 に D群と 比較 して 有意 に 低値を呈 した (p< 0.05)( 固1 0 A).
イ ン ス リ ン 反応 で は A群が 最も低値を示 し , 他の 3群 と比較
して 負荷後30分, 60分 , 90分 , 12 0分 で 有意差を 認め た (p<
0.05). B ･ C群は 1 カ月よ り高値を 示 し, 両群間に 有意差ほ な
く , ま た D群と 比較 して も負荷後30分を除 い て 有意差 を認めな
か っ た (図1 0B).
2 . ⅠV G T T
l) 術後1 カ月 の IV G T T
血 糖曲線 は各群ともほ ぼ同様 な パ タ ー ン を示 し , 各群間に 差
は み られ な か っ た (区=1 A).
























Tim e arter ope mt土O n(m o nl血)
Fig･ 7･ Cha nge s of n u mber of ga stric a ntr al m u c o s al G
- C ell(A)a nd D-C61･l(B)after oper atio n
.
･ ○, gr O up D(c ontr ol); ○, gr O up A
(MSB Ralon e); ▲ , gr O up B(M S B Rwith a ntiperistaltic s m a11 inte stin als6gm e nt); 臨, grOhp C(MS B Rwith a ntipe ristaltic ga stric









































T土me af ter ope rat土on(m ontb)
Fig. 8'. C ha nges of n u mber of r esidu al jeju n al m u c o sal
D-C e11after ope ratin ･ ○, grO uP D(c o ntr ol); ●1 gr?up A
(M S B Ralo n e); ▲, grO up B (M S B Rwith a ntiperlStaltic
S m all intestin al s egm e nt); ), grO uP C (M S B R with
a ntiperistaltic ga stric tube). Each v alu e r epre s e nts the
m e a n±S.D. in fo urdogs.
*
, p< 0.05v s gr o up D (c o ntr oL).
a, P<0.05vs group A(M S B Ralo n e),
0 る0 1 20
し, い ずれ の 時点に おい て も他 の 3群と比較 して 有意差を認め
た (p< 0･05)･ B ･ C両 群ほ D群に 比 べ て 低値 を と り , 負荷後
15分, 30分 , 45分 で 有意差を認め た (p<0.05) (図11B).
2) 術後3 カ 月 の I V G T T
術後 3 カ 月 の 血 糖曲線も , 1 カ月 と同様に各群問に 差は認め
られ なか っ た (図 12 A).
負荷前 お よ び 負荷後 の イ ン ス リ ソ 値ほ 1 カ月 と 同様に A群が
最も低値 を示 し, い ずれ の 時点 に お い て も他の 3群と比較して
有意差 を認 め た (p< 0.05). B ･ C 両群は D群に 比 べ て 低値を
と り , 負荷 後1 5分 , 3 0分 , 4 5分 で 有意 差 を 認 め た (p <
0.05)(図1 2B).
3 . 残存 小腸 の 粘膜内二 糖顆分解酵素活性値
1) 残存空腸に お ける ス ク ラ ー ゼ 活性
術後 1 カ月 , 3 カ月 の ス ク ラ ー ゼ 活性ほ そ れ ぞれ A群58.2 土
9.2, 67.2 ±7.1n m ol/min/m g 蛋白, B群73. 2 ±9. 0, 91.3 ±
1 0･8n m ol/min/mg 蛋 白, C群6 9.3 士11. 4, 86. 7 ±9.8n m ol/
min/m g 蛋白,
■
D群71.2 士8.3, 75.7 ±6.8n m oVmin/mg 蛋白
で あ っ た ･ 1 カ月 で ほ 各群間に 差は なか っ た が , A群が最も低
値を 示 した . 3 カ月 で は , A ･ B ･ C 3群 とも 1 カ月 に 比べ有
意(p<0.05) に 増加 し, B ･ C両群ほ D群 に比 べ て高値 を呈し
た が , A 群は 逆に 低値の ま ま で あ っ た . また , B ･ C両群の3
カ 月 の 値 は , A 群 と 比較 し て 有 意 に 高値 で あ っ た (p<
0.05) (図13 A).
2) 残存回腸 に お け る ス ク ラ ー ゼ 活性
術後 1 カ 月 , 3 カ 月 と も各群間 に 有意差 は な か っ た . A ･




















0 占0 12 0
Tim e arter O GTT (m土n)
Fig･ 9･ C ha nge s of blo od gluc o s e(A)･ and pla s m ain sulin (B)1ev el afterO G T T in the lst po sトOperativ e m o nth. 0, grO?P D
(c o ntrol); ●, gr O up A (M S BR alo n e); ▲, gr O up B (M S B Rwith antipe ristaltic s m a11 intestin al segm ent); 申, gr O up C(M SB R
With a ntiperistaltic ga stric tube). Ea ch v alu e r epre s e nts the m e a n±S.D. in fo u rdogs. * , p< 0.05v s gr o up D (co ntr ol)･ a･
p< 0.05v sgro up A (M S B Ralo n e).








































T土m e arte r O G T T(min)
Fig.10. C ha nges of blo od glu c o se(A) a nd pia s m ain s ulin(B) after O G T T in the 3rd po st-OPer ativ e m o nth. 0, gr O uP D
(c o ntrol); ○, grOup A(M S B Ralo n e); ▲ , gr OuP B (MS B Rwith antiperistaltic sm all inte stinals egm e nt); 田, gr O up C(M S B R
with a ntiperistaltic ga stric tube). Ea ch v alu e r epre sents the m e a n±S.D. in fo u rdogs .
*
, P<0.05v s gr o up D (c o ntr ol). a.

























T土m e arter IV GT T (min)
Fig･11･ C hange s of blo od gl｡ COSe(A) a nd pla s m ain sulin(B)le v el afterI V G T T in the lst post-Ope rativ e m o nth. 0, gr O uP D
(co ntrol); ○, gr O up A (M S B Ralo n e); ▲ , grO up B (M S B Rwith antiperistaltic s m all intestin al segm e nt); 醇, gr O up C (M S B R
With a ntiperistaltic gastric tube). Ea ch v alu e r epre s e nts the m e a n±S.D. in fo urdogs. *, p< 0,05v s gro up D (co ntrol). a,






















0 5 0 る0
Tim8 after IV G TT (m土n)
Fig.12. Cha nges of blood glu cos e(A)a nd plas m ainsulin (B)1e v el afterIV G T T in the 3rd posトOper ative m o nth. 0, grO up D
(c o ntr ol); ●, gr Oup A (MS BR alo n e); ▲, grO up B (M S B R with antiperistaltic s m all inte stinals egm e nt); 眉, gr O up C (M S BR
With a ntipe ristaltic ga stric tube). Ea ch v alu e r epre se nts the m ea nj=S.D. in fou rdogs.
*
, p< 0. 5v s gro up D (c ontrol). a,









































































T土n e arte r ope r 孔t土O n(m o n也)
Fig.1 3. C ha nges ofr esidu aljeju n al(A)a nd ile al(B)s u cr a se a ctivity after oper atio n. 0, gr O up D (c o ntrol); ○, grO up A(M SBR
alo n e); ▲ , gr O uP B(M S B R with a ntiperistaltic s m au inte stinals egm e nt);JLgro up C(M S B Rwith a ntiperistaltic ga stric tube)l
Ea ch valu ereprese nts the m e an土S･D･ in fo u rdogs.
*
, p< 0.05v sgr o up A(M S B Ralo n e).
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B ･ C両群 に お い て 著 明で あ っ た が 有意差 は認 めな か っ た (図 19.4, 286 土18.8n m oVmin/m g 蛋白 , B群3 27 ±21. 6, 36 4 土
13B). 17.5n m ol/min/m g 蛋白 , C 群32 0 ±20. 5, 3 58 土19.5n m ol/
3) 残存空腸に お ける マ ル タ ー ゼ 悟性 min/m g 蛋B , D群334 ±18.1, 324 ±22.1n m ol/min/m g 蛋 白

































































Tim e afte r ope ratio n(m onth)
Fig･14･ C ha nge s ofr e sidu aljeju n al(A) a nd ile al(B) m altas e a ctivity after oper atio n. 0, gr O up D(c o ntr ol); ○, grO uP A (M S B R
alo n e); ▲ , grO up B(M S B R with a ntiperistaltic s m all intestin alsegm e nt); JI, grOup C(M S B R with a ntipe ristaltic ga stric tube).
Each v alu e r epr e s e nts the m ea nj=S.D. in fo urdogs.
*
, p< 0.05v sgr o up D(co ntr ol), a, p<0.05v sgr o up A(M S B Ralo n e).
A B C
Fig･15･ Histologic alfindings ofr esidualjeju n al m u c os ain the 3rd post- Oper ariv e m o nth. A, grO up A (M S B Ralo n e)(H-E stain,
×40);B, gr O up B (M S B R with a ntiperistaLtic s m all inte stin alsegm ent) (H-E stain, ×40);C, grO up C(M S B Rwith a ntipe ristaltic










T ime a∫ter oper atio n(m ontb)
Fig･16･ Cha nge s of re sidu aljeju n al(A) a nd ile al(B) villo u sheight after ope ration･ ○･ gr O up D(c o ntrol); ○, 甲O uP A(M SBR
alo n e); ▲, grO up B(M S B R with a ntiperistaltic s m all inte stin als egm e nt); 申, gr O uP C(M S B Rwith a ntiperistaltlC gaStric tube).
Ea ch v alu e repr es e nts the m e a n±S.D. in fo urdogs.
*








L _ _ _ J
T im o afte r ope m也 O n (m ontb)
Fig.17. C ha nge s of re sidu aljeju n al(A)a nd ile al(B) cry pt depth aftet oper atio n. 0, gr O up D (c o ntr ol); ●, gr Oup A(MSB R
alo n e); ▲ , grO up B(M S B R with a ntiperistaltic s m all intestin alsegm e nt); b., gr O up C(M S B R with a ntipe ristaltic gastrictube)･
Ea ch v alu e r epr es e nts the mean土S.D. in fo urdogs.
*
, p< 0.05v sgro up D(c o ntrol). a, p< 0.05vs gr o up A (MS B Ralo ne),
小腸大量切除後 の 逆嬬動腸管間置 に よ る再建法




差はみられ ず , 3 カ月 に は 両群とも1 カ 月 に 比
べ て有意に 増加
して い た (p<0･05)( 国14 A)･
4) 残存回腸に おけ る マ ル タ
ー ゼ 活性
術後1 カ月 , 3カ 月 の マ ル タ
ー ゼ 活性 は そ れ ぞれ A 群157 士
16.3, 1 87 ±19.2n mol/min/m g 蛋 軋 B 群1 9 9 土1 7･4】 2 36 ±
16.5n mol/min/mg 蛋 軋 C 群18 5 ±1 4･9, 2 27 士1 5･6n m ol/
min/mg 蛋白, D群209±19･4, 206 士17･5n m ol/min/m g 蛋 白
であっ た . A
･ B ･ C の 3群は ともに , 3 カ月 で は 1 カ 月 に 比
べ て有意に上 昇 して い た (p< 0.05)･ B
･ C 両群 間に 差 は 認め
なかっ たが , 両群ほ 3 カ月 で は A群 と比較 して 有意に 高値 を示
Fig･18･ Histologic al findings of pa n c re atic tiss u ein the 3rd
post-Operativ e m o nth. A, grO up A (M S V Ralo n e)(H-E
Stain, ×100); B, gr O up B (M S V Rwith a ntiperistaltic s m all
intestin als egm e nt) (HTE stain , ×100); C, gr O up C(M S V R
With antiperistaltic ga stric tube)(H- E stain , ×100); D.
gro up D(c o ntr ol)(HTE stain, ×100). Atrophy,fibro si a nd
infla mm atory c ell infiltr atio n of e ndo- a nd e x o crin e
pan cre atic tiss u e w er e n ot obs er v ed.
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した (p<0.05)( 図14B).
V . 各種再建方法 にお け る小腸絨毛の形態学的変化
光顕 に よ る組織学的検査所見 で は , A ･ B ･ C の 3群と もD
群に比 べ て絨毛の 伸長お よび腺窟の 深 さは増加 して い た . 特 に
B ･ C 両群 の 増加は 著 しく , A群 と比 べ て も増加 して い た (図
1 5).
1 . 残存空腸に お ける絨毛高の 変化
術後1 カ月 , 3 カ月 の 絨毛高はそ れ ぞれ A 群475 ±13.8, 48 5
±14.6J上m , B群544 ±7.2, 560 土8.1pm , C群532 土12.6, 541
±11.6FLm , D群416 ±6.1, 420 土11.2FEm で あ り, A ･ B ･ Cの
3群 ほ とも に D群 に 比 べ て 有意に 増加 し て い た (p< 0. 05).
B ･ C両群の 増 加は特に著 しくA群 と比較 して も有意 で あ っ た
(p< 0.05) (図16 A).
2 . 残存回 腸かこおけ る絨毛高の 変化
術後1 カ月 , 3カ 月 の 絨毛高は そ れ ぞれ A群328 ±12.2, 333
±1 6.2/上m , B群356 ±18.5, 361 ±19. 恥 m , C群34 9 ±1 2. 9,
352 士1 9. 5/上m , D群309 士15.9, 319 ±16.7/∠m で あり , B ･ C
の 2群は と もに D群に 対し有意に 増加 して い た (p< 0.0 5) (図
16B).
3 . 残存空腹に おける腺窟深度
術後 1 カ月 , 3 カ月 の 腺薦深度 は そ れ ぞれ A群294 土8.5,
298 ±12.2FLm , B群352 ±9.7, 359 ±1 2.7pm , C群321 ±11.4,
32 6 士13.6J皿 , D群228 ±12.4, 228 ±8. 餌 m で あり , A ･ B ･
C の 3群 ほと もに D群 に 比べ 有意に 増加 して い た (p< 0.05).
B ･ C 両群 の 増加は掛 こ著 しく , A群 と比較 して も有意 の 増加
であ っ た (p< 0.05)(図17A).
4 . 残存 回腸に お ける腺窟深度
術後1 カ月 , 3 カ月 の 腺窟深度は そ れ ぞれ A群1 51 ±1 2. 9,
153 ±1 5. 5/皿 , B群1 72 士1 3. 7, 1 73 ±15.5〃m , C 群1 70 土
14.1, 171 ±10.2J上m , D群143 士8. 9, 14 9 土11.3〃m で あ り ,
B ･ C の 2群 は と も に D群 と 比較 して 有意 に 増加 し て い た
(p< 0.ノ05) ( 図17B).
Ⅵ . 各種再建方法に お け る膵臓の病理組織学的変化
光顕下に よ る病理 組織学的検査所見で は 術後1 カ月 , 3 カ月
と も腺細胞や島細胞 の 萎縮ほ なく , また 炎症細胸浸潤や繊維化
もみ られ ず膵鮭織 の 変化ほ特に 認め られ なか っ た ( 図18).
考 察
小腸大量切除に よ り惹起され る消化吸収障害が , 直接か つ 最
も如実に 現れ るの は術後の 体重減少である . 熊沢
一畠)ほ 小腸大量
切除後の 体重変化に つ い て , 逆嬬動小腸吻合群 ほ 術後1週 か ら
体重減少を認 め るもの の 1 カ月 に ほ 増加を示 し, 順蠣動小腸吻
合群や環状小腸吻合群と比較 し有意 に 良好 であ っ た と 報告 し
た . また , Barro s
lg)も同様 に 逆蝶動小腸間置 の 有用性 を 唱 えて
い る . 本研究 で ほ l 小腸大量切除 を施行 した 3群ほ い ずれ も循
後 2週で は 対照群 と比較 して 有意に 体重減少を認め た . しか し
そ の 後 ∴ 逆蠣動小腸も しくほ逆嬬動胃管 を間置 した 群で は体重
が増加 に 転 じ, 3 カ月 で ほ両群とも対照群 と差を認め な い ま で
に 回復 した . すなわ ち , 小腸大量切除後に 逆蛸動腸管を間置し
た場合 , 非間置群 と比較 して よ り早期 に 吸 収能 の代償が な され
る もの と考 え られ た .
小腸大量切除後の 胃酸分泌克進に つ い て は Sta ss off20)の 報告
以来多く の 検評
1 ト21】が なされ て い るが , 実験動物 , 小腸の 切除
部位 や切除範臥 胃液分泌 の 刺激方法や測定方法の違 い な どか
774 西
ら 一 定 の 見解 は得 られ て い な い 25). 小腸大量切除後 の 胃酸分泌
克進 の 発生機序 に つ い て は , 術後胃酸分泌刺激物質 の 増加 に よ
るた め とす る考 え と , 小腸に 存在す る胃酸分泌抑制物質 が小腸
切除に よ り減少 したた め とす る考え に 大別 され る . 胃酸分泌刺
激物質と して は小腸大量切除後に､高 ガ ス ト リ ソ 血 症 を伴うとす
る報腎0)26)27)`が 多く , 特に 食事刺激後 の 血 清 ガ ス ト リ ソ 値上 昇が
指摘 されて い る2 柑 )29). 血 清 ガ ス ト リ ソ 値 の 上 昇 に つ い て ほ , 小
腸 で ガ ス ト リ ソ が 不 活性化 さ れ る と い う 報告30)が あ り ,
McGuiga n ら
31)は , 小腸 の 大量切除に より こ の 不活性化能 が欠
如す るた め に , 血 清 ガ ス トリ ソ 値が 上 昇す るもの と推測 して い
る . 一 方 , 胃酸分泌抑制物質と して は , 小腸大量切除 に よ り ガ
ス トリ ン の 産生 お よび 分泌を抑制す る セ ク レ チ ン の 産生 が減少
する ため と い う報告
28)や , 胃酸分泌抑制作用 を有す る エ ソ テ ロ
グル カ ゴ ソ が関与 して い る とする 報告
3即3)な どが あ る .
こ れ ま で の 小腸大量切除後の 胃酸分泌能克進 に つ い て の 報告
ほ 単純切除再建 に よる もの で あり , 本研究の よ うな 再建術式 の
違い に よ る 比較検討ほ報告されて い な い . 本研究に よ り小腸大
量切除後 の 胃液分泌お よび 胃酸分竜削まt 術後 3 カ月 経過 した 時
点 で 再建法 の 如何に関わ らず克進する こ とが 判明 した . さ らに
術後 1 カ月 , 3 カ 月 の 空腹時血清 ガ ス ト リ ソ 値は , 小腸大量切
除を施行 した 3群 とも対照群 に 比 べ 有意 に 増加 して い た . 一
方 , G細胞 の 胃前庭部 での 分布は術後 1 カ月 , 3 カ 月 ともす べ
て の 群間 に 差 は なか っ た . D細胞 の 腸管分布を み る と , 胃前庭
部で は術後 1 カ月 , 3 カ 月 ともす べ て の 群 間 に 差 は み ら れ な
か っ た . しか し, 残存空腹で は 術後1 カ 月 , 3 カ 月 とも これら
3群ほ対照群 と比較 して 有意 に 減少 して い た . こ れ らの 3群 間
を比較す ると , 端 々 吻合群 の 減少が特に著 しく , 3 カ月 で は他
の 2群 と比較 して 有意差を認め た . こ の 結 果か らD 細胞の 減少
も ▲ 胃酸分泌の 冗進に関与 して い る可 能性 が推測 され る . 青
木3▲)ほ小腸大量切除後 の 残存胃腸管組織内 の ソ マ ト ス タ チ ン 濃
度の 低下を報告 して い る . 以上 の こ とか ら , 小腸大量切除後の
胃酸分泌能冗進は ガ ス ト リ ソ 不 活性化能 の 欠如に よ る血 清 ガ ス
トリ ン 値 の 上 昇 , 壁細胞の 感受性先進 に 加え て , ソ マ ト ス タ チ
ン お よ び他 の 分泌抑制物質 の 変動が関与 して い る こ とが 示 唆 さ
れ た . ま た , 各群 間の 比較 に よ り逆蠣動腸管 を間置 した 2群 で
は ∴端 々 吻合群 に 比 べ 胃酸分泌克進の 程度 ほ軽度 である と思わ
れた .
小腸大量切除後ほ電解質 , 脂肪 , 蛋白質, 糖 質な ど多く の 栄
養 の 消化吸収障害が生ずも . 光野 ら
35】や 小山 ら36)ほ 小腸大量切
除後 の 糖質の 消化吸収障害 に つ い て 報告 し て い る . ま た ,
Cu atr e c a sa sら
3T) は , 糖 負荷試験時の 血 糖曲線 を数量的 に 把握
する こ とが 残存小腸粘膜の 代償 を推測す る上 で 重要で ある と し
て い る . 本研究 で は O G T T お よ び IV G T T をあわ せ行 い , 血
糖と IRIの 変化か ら小腸大量切除術後 に 生 じる末梢組織で の イ
ン ス リ ン 感受性 の 変化 と , 腸管内ブ ドウ糖 の 血 中 へ の 移行を 再
建法別 に 比較検討 した . ⅠV G T T で ほ, 小腹大量切除を施行 し
た 3群と対照群 と の 間に 負荷後 の 血 糖曲線に差 は認 め な い も の
の , IRIの 反応は 小腸大量切除施行の 3群 , 特 に 端 々 吻合群 で
有意 に 低下 して い た . 以上 よ り , 小腸大量切除に よ る 有効吸収
面積減少が招来 した 低栄養状態 に暴薄 された結果 , 末梢組織内
の イ ソ ス リ ソ 感受性 が先進 したも の と思わ れ た . O G T T で は,
端々 吻合群に お い て負荷後 の 血 糖蘭線の 有意な低下 と ⅠⅢ 反応
の 低下が み られ た が ∴逆蠣動腸管を間置 した 2群は 対照群 と同
様の 血糖曲線 を示 し, また ⅠⅢ 反応も術後 1 カ月 に 有意な低下
を 示 した が 3 カ 月 に は 改善 して い た . 初期値 △I RI/△B S(blood
S ugar) で は , 小腸大量切除を施行 した 3群は 対照群と比較して
や や 低下 して い た が , 3群間に 有意差 は なか っ た ･ ま た , 病理
阻織学的検索 で は 各群とも膵組織に 異常 が み ら れ な い こ とか
ら , 小腹大量切除が膵内分泌能に 及ぼす影響 は少 な い と考えら
れ た . した が っ て , OGTT に み られ る 血糖変化 の 差ほ , ブドウ
糖 の 腸管内か ら血 管内 へ の 移行速度 , すな わ ち 吸収速度の差を
反映す る と推測 され , 端 々 吻合群で は 逆蠣動腸管を間置した2
群 と比較 して ブ ドウ糖吸収能 の 低下 , お よび そ の 回復遅延が示
唆され た .
経 口摂取 され た糖質 ほ ア ミ ラ ー ゼ に よ り ブ ト ウ糖お よび二糖
頼に 加水分解 され , さ らに 二 糖類 は Ugole v38)が提唱 した膜消化
に よ り , 腸管 刷子縁膜 で の 二糖類分解酵素 の 作用 で 単糖類に加
水分解 され 吸収 される . 成 人の 摂取す る糖質 の60% 以上 は二糖
煩の 一 つ で あ る ス ク ロ ー ス と い わ れ て い る . We ser ら39)は , 小
腸広範囲切除 5 ～ 6週後の ラ ッ ト に お い て , 口側残存腸管の 二
糖煩分解酵素活性はす べ て 低下 し , 肛 門側 の 残存腸管で ほ ス ク
ラ ー ゼ 以外 の 活性低下を認め た と して い る . ま た , 青村4) は,
小腸大量切除後 よ り経過す る に つ れ て ス ク ラ ー ゼ お よ び マ ル
タ ー ゼ 活性ほ 上 昇 した と報告 して い る . こ れ ら 二糖類分解酵素
の 誘導 は残存小腸 の 糖類吸収能改善 に 重要 で あ ると思われ る.
本研究 で は , 再建術式別 に 残存小腸 の ス ク ラ ー ゼ お よ び マ ル
タ ー ゼ活性 を 検討 した . 逆蠣動腸管を間置 した 2群の ス ク ラ ー
ゼ 活性は術後 1 カ 月 で は対照群 と ほ ぼ 同 じで あ っ た が , 3 カ月
に は 対照群 よ り上 昇 し, 残存空腸 で は端 々 吻合群 に 対 して有意
差を認め た . また , こ の 2群の マ ル タ ー ゼ 活性も術後1 カ月で
は 対照群 よ り低下 して い た が , 3 カ 月 に は 対照群よ り上昇し
端 々 吻合群 に 対 して 有意差を認め た . こ の 結果か ら , 逆嬬動腸
管 を間置 した 2群 で は 時間の 経過と と もに 二 糖額分解酵素が謙
一
導 され , そ の 吸収能 の 代償が な されて い る もの と考 え られる .
小腸大量切除後 の 残存小腸 の 形態学的変化 に つ い て, 小腸全
層 の 肥厚 と腺窟 の 増進40)や 絨毛 の 増殖及び粘膜細胞の 肥 ガ
1)が
認 め られ る と報告 され て い る . 本研究 で 小腸大量切除を施行し
た 3群 に お い て t 対照群 と比較 して 残存空腹 ･ 回 腸双 方の絨毛
高お よ び腺窟深度 の 有意 な増大 が認め られ た . 特に逆蠣動腸管
を間置 した 2群の 増大は著明で あり , 空腹 で は 端 々 吻合群に比
べ て も有意差を認め た . した が っ て , こ の 2群で は 十分に 形態
学的代償が起 こ っ て い る こ と が示 され ∴空腸 で み られた絨毛高
の 増大ほ逆蠣動の 効果に よ る食物 の 腸管上皮刺激増加の 効果と
推測 された . また , 術後 1 カ月 です で に 形態学的代償がなされ
て い た こ とか ら , 術後早期か らの 食事摂取 が残存腸管の 適応を
促進 して い る こ とが 示酸 され た . Feldm a n ら
6) は 小腸大量切
除後 に 経静 脈的高 カ ロ リ ー 輸 液 (totalpar e nter al n utritio n･
T PN) で 維持 した 群と 経腸栄養 で 維持 した 群 と を 比較 した結
果 , 経腸栄養 で維持 した群 の 残存腸管の 再生 ･ 肥大が 著明で絨
毛高も大きく吸収能 も良好 であ っ た と報告 して い る . これ らの
こ とか ら , Pulla n
伯} の 分類 に よ る第1期の 激 しい 下痢 の 時期に
は , T P N を行い 症状の 軽減 を み る頃か ら可 及的早期 に 経腸栄
養を行う こ とが 残存小腸の 代償 を促進 させ る上 で 望ま しいと考
えられ る .
逆蠣 動腸管の 長 さ に 関 して は , Gibs o nら
11)の 7.5c m から
Baldwin -Pric e ら
43)の 15～ 20c m ま で さ ま ざまで ある . 本研究で
ほ 10｡ m と した が , 成熟イ ヌ を 用い た実験 モ デル で は ほぼ満足
でき る結果 を得た .
小腸大量切除後 の 逆蠣動儲管間置 に よ る再建法
逆嫡動小腸 も しく は逆蠣動胃管を間置 した 再建ほ , 小腸大量
切除に よ り引き起 こ さ れ る消化吸収障害 , 胃 乳 胃酸分泌能の
克進を軽度 に と どめ ▲ 粘膜 の 二 糖煩分解酵素の 誘導や絨毛の 肥
大を促す こ とが 判明 した ･ ま た ∴ 逆蠣動小腸と逆境動胃管を用
いた群との 比較 で は 両者に差異は認めず , 残存小腸 が極 めて 小
量に な る場合 , 小腸の 代用臓器 と して 胃管の 有用性 が強調 され
た. これ ら逆嬬動腸管を間置 した 再建を施行す る こ と に よ り ,
小腸大量切除に 伴う臓器欠落症状か ら の 早期回 復が 期待 でき ,
術後の 生活の 質(qu ality of life, QO L)を 向上 させ うる もの と考
えられ る .
結 論
雑種の 成熟イ ヌ を使用 して 小腸大量切除 の モ デ ル を 作製乱
逆蝶動小腸お よ び逆燥動胃管間置に よ る再建 を行 い , 術後の 機
能的 ･ 形態学的代償か らそ の 有用性 を検討 し, 以下 の 結論を得
た.
1 . 体重変化を み る と , 単純切除端々 吻合群で 最も体重回復
が遷延 して い た . 逆嬬 動小腸間置群
･ 逆煽動胃管間置群で は と
もに循後1 カ月 か ら体重の 増加が み られ , 3 カ月 で 術前体重に
ほぼ回復 した .
2 . 胃酸分掛 こ つ い て ほ 3群 とも術後 3 カ月 に は対照群 と比
べ 有意の 克進が み られ た が , 逆嬬動胃管間置群ほ他の 2群 と比
較しそ の 程度 は軽微 で あ っ た .
3 . 血清ガ ス ト リ ソ 値は l 小腸大量切除を施行 した 3群 とも
単純開腹群と比 べ 術後有意の 高値を 呈 した が , 逆蠣動胃管間置
群では他の 2群 よ りも低値 で あ っ た .
4 . G細胞 の 胃前庭部で の 分布 で は各群間 に 差を 認め なか っ
た . D細胞の 胃前庭部で の 分布でも各群間に 差せ 認め な か っ た
が, 残存空腸で の 分布 で は 3群と も対照群 に 比 べ 有意に 減少 し
て いた . 特に 端々 吻合群 の 減少ほ著 しく , 術後 3 カ月 で 逆蠣動
腸管を間置 した 2群 と比 べ 有意差を認め た .
5 . O G T Tお よび I V G T Tで は 一 端 々 吻合群 の 血 糖上 昇は 対
照群と比べ 有意に 低下 して お り , 残存 小腸か らの ブ ドウ糖の 吸
収障害を示 唆 した . 逆蠣動小腸間置群 ･ 逆嬬 動胃管間置群は ,
対照群よ り低下 して い る もの の 糖吸 収能 は維持され て お り , 膵
内分泌機能 に お よ ぼ す影響も少な い と 推察 した .
6 . 残存小腸に お ける ス ク ラ ー ゼ お よび マ ル タ ∴ 【 ゼ 活性は ,
端々 吻合群に お い て い ずれ も対照群よ り低下 して い た . 逆蠣動
小腹間置群 ･ 逆蠣動胃管間置群ほ 3 カ月 日 に ほ 対照群 よ りも上
昇して お り, 端 々 吻合群に 対 し有意差を認め た . すなわ ち , こ
の 2群で ほ 酵素学的 に 二 糖類吸収が 代償 され て い る こ と が判明
した .
7 . 残存小腸 に お け る絨毛高お よび 腺窟深度は 3群とも対照
群よ り著 しく増大 して い た . 特に 逆揺動小腸間置群 ･ 逆蠣動胃
管間置群で の 増大 は著明 で あ り, 空腹 で は 端 々 吻合群に 対 し有
意差をみ とめ た . すな わ ち 1 こ の 2群 で は形態学的に も代償 さ
れて い る こ と が判明した .
8 . 逆蠣動腸管 を間置 した 2群 ほ機能的 お よび 形態学的代償
が早期に な され ∴ 端々 吻合群よ りも再建法 と して 優れ て い る こ
とを示 した ∴逝嬬動胃管間置群で ほ逆蠣動小腸間置群と比較 し
て胃酸分泌能の 克進 がむ しろ軽度である の に 加 え , 糖吸収能な
どの 機能的代償は ほ ぼ 同等 に行われて い る こ と が 明らか に な っ
た ･ 速輯動胃管を間置す る再建法は , 間置す る小腸す ら温存で
きない 場合に有用である と 判明 した .
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Experim entalStudies o nAntiperistaltic Bow elSegm e nt forReconstru Ction after MassiveSm aII Bo weI Resectio n
KazuoNishiura, Depart m entof Surgery(Ⅰ),Scho olof Medicine, Ka n azawa University, K an a Z aW 920 - J. Ju z e nMed Soc. ,
101,762
- 777(1992)
Key w ords m assiv e s m allbo w elresection, an tlperistaltic s m allintestinalsegm ent, antiperistaltic gastric tube, ga Stric
S eCretion,in te stinal disaccharidas e activl y
A bstract
The usefu1n ess of an antlPeristaldc s m allintestin alsegm e nt or a n antlperistaldcgastrictube as aninterposition after m as-
sive smalbo w elrese ctio n w as ev alua ted bye xpen m entalstudy･ A dultm o ngreldogs weredivided intofourgro ups; m aSSive
sm allbow elresection a10ne(group A, n=8), m aS Sive s m all bo w elres ec tion r e st oredwitha ntiperistaltic s mal1intes tinalseg-
m e nt(groupB, n =8), m aS Sive sm allbowelresection restored with antiperistaltic gastric tube(groupC, n=8)andlaparotomy
alone(gr oup D, n=8)･ Tbevalu atethe gastric secretion, gaS tricjuic esecretio n, S e rum gaStrinlevel, and n u mbers ofgasbic
m ucosalG-C ells and D-Cells andjejunalm uc osal D-C e11s w ere examined･ rIbe valuatethe gluc oseabsorptlOn Of 也e re sidu al
Sm allintestin e,-Or al andintra v en ous gl c ose tolerance tests andintestin al disac charidase a ctiviies were exa mined.
MorphologlCalchangeS W ere eXa mined by m e as urlng vi1lo usheight and cryptdepthof the residuals m all intesdn e under a
microsc ope･ Body w eight lossesw ere n ot ed in gro ups A, B and C･ T be rec ove ry of body weight af[erthe operation w as
delayed ingro up A･ However,in groups B a nd C, 也e re c overybega nin the lstpost- 0perativ e mo nthand thebody w eight
had ne arlyre ached that ofgro upD in the3rd m o nth･ In the3rdpost- 0perativ em onth, ga S血cJulC e S e C re tio n andseru ngas-
Binle vel ingro ups A, B a nd Cw ere significa ntlyin creased(p<0.05), C OmPared withthose ofgro upD, butin gro upCthey
decre ased m orethanin gro ups A andB. Gas打ic G-C ellandD-C elln umbersshowed n odiffbrencesbetw e e n either of the tw o
gro ups･ Re sidualjqjun al D-C elln u mbersde creased signific antly(P<0.05)in gTO uPS A, B a nd Cc o mpared withgr oup D,
beingsigni負c antlylessin gro upA(p<0･05)thaningroupC･ Glu cos e abs orptio ndecreasedsigni丘c antly(p<0.05)in groupA
COmpar ed withgroup D;butin gr oups B and C it w as re m ainedalm osthe sa m e asin group D. In te stinal disaccharidase
activitiesin the3rd m onthw eregreaterin groups B and Ccompared wi thgroup D, andsigninc antly so(p<0.05)c o mpar ed
Withgr oupA. Vi1lo usheightandcryptdepthoftheresidu alsm a11intestine w erehigherin groups A, B a nd Cdlaningro up
D. Ingr oups B a nd C, Vi1lousheight andcryptdepthof the residualjdun u m W ere Sign脆c antly increased(p<0.05)c o mpar ed
Withgr oupA. Fr o mthe res ults of the present study,it wa s c oncluded that theinterpositio n of an an hpen Staltic s m all intesti-
nalsegm ent or an antlperistaldcgastric tube c aninducegreater function aland m orphologlC alcom penSation than end-tO-e nd
an aStO m OSis witho utinterposition, a nd thatthe antlperistaltic gastric tubeis us eful forrec onstru Ctio nin c ases of m assive
Smalbo w elresection .
